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Ⅰ はじめに

2017年に文部科学省から告示された新学習指導要領が

順次施行され, 2021年には中学校での完全実施となり,

｢何を, どのように学び, 何ができるようになるか｣ と

いう学びの在り方が重視される｡ また, 主体的・対話的

で深い学び (アクティブ・ラーニング) の視点から ｢何

を学ぶか｣ だけでなく ｢どのように学ぶか｣ も重視した

授業改善の必要性が求められている｡

2017年に文部科学省から告示された ｢中学校学習指導

要領解説総則編｣ においては, 課題選択及び自主的な学

習の促進 (第１章第３の１の (６)) として, ｢生徒が自

ら学習課題や学習活動を選択する機会を設けるなど, 生

徒の興味・関心を生かした自主的, 自発的な学習が促さ

れるよう工夫をすること｣ １)と示されている｡ その中で

は, 各教科の指導において ｢基礎的・基本的な知識及び

技能の確実な習得に留意しつつ, 生徒の興味・関心を生

かした学習指導を展開することが大切である｡ 生徒の興

味・関心を生かすことは, 生徒の学習意欲を喚起する上

で有効であり, またそれは, 自主的, 自発的な学習を促

すことにつながると考えられるからである｡ この意味で,

各教科の指導においては, 学習することの意味の適切な

指導を行いつつ, 基礎的・基本的な知識及び技能の確実

な習得を図るとともに, 自主的, 自発的な学習を促すこ

とによって, 生徒が学習の目的を自覚し, 学習における

進歩の状況を意識し, 進んで学習しようとする態度が育

つよう配慮することが大切である｣１) と, 生徒の自主的,

自発的な学習を促すことにより, 自身が学習の目的を自

覚し, 学習における進捗状況を意識することの重要性に

ついて示されている｡ また, ｢具体的には, 各教科の指

導において, 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定

着を図るとともに, これらの活用を図る学習活動を行う

に当たって, 生徒が主体的に自分の生活体験や興味・関

心をもとに課題を見つけ, 自分なりに方法を選択して解

決に取り組むことができるように配慮することが考えら

れる｣１) と, 自分なりに方法を選択して解決に取り組む

という学びの過程の重要性について述べられている｡

また, 同総則編には, 指導方法や指導体制の工夫改善

など個に応じた指導の充実 (第１章第４の１の (４))

の中で, ｢生徒は, それぞれ能力・適性, 興味・関心,

性格等が異なっており, また知識, 思考, 価値, 心情,

技能, 行動等も異なっている｡ 生徒が学習内容を自分の

ものとして働かせることができるように身につけるため

には, 教師はこのような個々の生徒の特性等を十分理解

し, それに応じた指導を行うことが必要であり, 指導の

工夫改善を図ることが求められる｣１) と, 教師が生徒の

多様性を理解し, その学びの多様性に応じた指導を行う
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必要性について, また, ｢生徒が主体的に学習を進めら

れるようになるためには, 学習内容のみならず, 学習方

法への注意を促し, それぞれの生徒が自分にふさわしい

学習方法を模索するような態度を育てることも必要にな

る｣１) と, 生徒自身が, 自分にふさわしい学習方法を模

索する態度を身につける必要性について述べられている｡

島根大学教育学部附属学園学習生活支援研究センター

では, 義務教育学校後期課程と協同し, 2014年度から学

びのユニバーサルデザイン (Universal Design for

Learning, UDL：以下 ｢UDL｣ と記載する) の考えを取

り入れた授業づくりに取り組んできた｡ UDLは生徒の

学びの多様性を前提として, 全ての生徒の主体的な学び

を育成するための理論的枠組みであり, 新学習指導要領

等で示されている前述の内容と通ずるところが多い｡

UDLとは米国のCASTが提唱している, 学習者が主体

的に学ぶことができるようにするための理論的枠組であ

り, 児童生徒が主体的に学ぶために ｢授業でどう教える

か｣ ではなく, ｢どのように学ぶか｣ という学習者を主

体とした視点から, 学びという活動を捉えている｡

バーンズ亀山によると, UDLでは, 障害の有無にか

かわらず, 全ての子どもの学習の伸びを助け, 子どもた

ち自身が学びのエキスパートになれるように支援するこ

とを目的としている｡ UDLの目指す学びのエキスパー

トとは, 自らの学習に主体的にかかわり, 舵取りしてい

く学習者である｡ 学習の主体は ｢学習者｣ であり, 私た

ち指導者は学習者の学びを助ける環境づくりをし, 伴走

する｡ それを実現するためにUDLガイドラインがあり,

指導のあり方や環境づくりの指針を説明している｡ UD

Lの強みは, 脳科学, 学習科学, 発達心理学, 神経心理

学などの研究に基づいて開発されているところである

(バーンズ亀山, 2020)｡２)

川俣によると, UDLにおける重要な点は, 選択肢

(オプション) が事前に用意されていて, しかも学習者

がそれを選択可能であるということである｡ 学び方に選

択肢がある授業は, これまでの実践にも見られたもので

あるが, UDLはその選択肢があらかじめ用意されてい

て, 学習者自身が選択でき, 調整できることが求められ

るのである (川俣, 2020)｡３)

島根大学は, 2018年度文部科学省 ｢発達障害の可能性

のある児童生徒等に対する教科指導法研究事業｣ におい

て委託を受け, 附属義務教育学校を指定校として, UD

Lの理論を取り入れながら英語科と理科において ｢生徒

の学びの多様性に応じる授業づくり｣ の在り方について

実践研究を行ってきた｡ そして, この実践研究において,

教科特性に応じたつまずきや困難さを明らかにするとと

もに, 困難さ・つまずきに応じた授業づくりを行うため

に, 学習指導案 (本時の展開) の枠組みとして, ｢shim

afuシート｣ を開発した｡ ｢shimafuシート｣ (後で示す表

３～５, 表８～９を参照) は, ｢学習活動｣ と学習活動

に対するねらいとなる ｢全ての生徒の到達目標｣ に加え,

生徒の ｢学びの多様性｣, そして, 学びの多様性に応じ

るための ｢活動・支援の工夫｣ を加え, 四つの項目を検

討しながら授業づくりを行うための指導案の書式である｡

そこで, 本稿では, ｢shimafuシート｣ を活用し, 生徒

の学びの多様性に応じ, 全ての生徒が目標に到達できる

授業づくりについて検討し, 後期課程英語科の授業づく

り・授業実践事例を通して, ｢shimafuシート｣ 活用の有

効性について考察する｡

Ⅱ 実践研究の概要

１. 実践研究の目的

｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりの在り方に

ついて検討する｡ そして, 英語科の授業づくりに活用し,

｢shimafuシート｣ が, 生徒の学びの多様性に応じ, 全て

の生徒が目標に到達できる授業づくりのためにどのよう

に有効か授業実践事例をもとに考察する｡

２. 実践研究の方法
｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりの在り方

についての検討

① ｢shimafuシート｣ を活用する意義や有効性について

分析しまとめる｡

② ｢shimafuシート｣ の有効性について従来の学習指導

案と比較検討する｡

③ ｢shimafuシート｣ の作成手順について整理する｡

｢shimafu シート｣ を活用した中学校英語科にお

ける授業づくり・授業実践

① ｢shimafuシート｣ を活用した中学校英語科における

授業づくりの方向性について授業者と共有する｡

②単元における対象学級生徒の学びの多様性 (困難さ・

つまずき, 願い等) の状況を把握, 整理し, ｢shimafuシ

ート｣ を活用した中学校英語科における授業づくりを授

業者と行う｡

③授業を行いながら, 生徒の状況に応じてさらに実態に

即した授業改善を行う｡

④単元終了後に, 教師の意識や生徒の学びがどのように

変容したか授業実践をもとに授業者と考察する｡

３. 実践研究の対象

①対象学級：島根大学教育学部附属義務教育学校７年生

1学級 (30名)

②実践期間：2019年10月～2020年２月

③使用教科書：NEW HORIZON １ (東京書籍)

④対象単元：｢Unit６ (全10時間)｣, ｢Unit９ (全９時間)｣

Ⅲ 実践研究の実際

１. ｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりの在り方

の検討
｢shimafuシート｣ を活用する意義

｢shimafuシート｣ は, 前述のとおり, 2018年度文部科

学省 ｢発達障害の可能性のある児童生徒等に対する教科

指導法研究事業｣ において委託を受け, 実践研究を行っ

た際に開発した, 学習指導案 (本時の展開) の枠組みで
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ある｡ ｢shimafuシート｣ の開発にあたっては, 米国のC

ASTが提唱しているUDLの理論を参考にし, ｢生徒の学

びの多様性に応じる授業づくり｣ の在り方について実践

研究を行った｡ そして, 授業づくりの際に ｢shimafuシー

ト｣ を活用することで, 各教科の授業における生徒の困

難さ・つまずきを明らかにし, より生徒の実態に即した,

効果的な活動や支援の工夫を行うことができると考えた｡

島根大学教育学部附属学園での実践研究において, 独

自に考案したシートであることから, 学習指導案の枠組

みを ｢shimafuシート｣ と命名した｡

授業者は, 全ての生徒が学習目標に到達することをね

らい, 授業づくりを行っている｡ 一方で, 生徒には, 興

味関心, 理解の仕方や学習のスピード, 表現や表出の方

法等に多様な学びのスタイルがある｡

UDLは, 情報が提示される方法, 生徒の反応の仕方

や知識やスキルの表し方, 取り組みの仕方に柔軟性を提

供する｡ そして, 指導上のバリアを取り除き, 適切な合

理的配慮と支援と課題を提供する教育実践を導く科学的

に妥当なフレームワークである (ホール, マイヤー, ロー

ズ, 2018)｡４) 本実践研究では, UDLの理論を取り入れ

ながら ｢shimafuシート｣ を活用することで, 全ての生

徒が学習目標に到達することを目指した授業づくりを行

うことができると考え, その有効性について考察するこ

とを目的とした｡

｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりをすること

で, 教師, 生徒それぞれに, 以下のように二つの有効性

が期待できると考える｡

有効性Ａ：授業づくりの過程において, 活動ごとの

目標を達成するための ｢学びの多様性｣

に着目することで, 教師が生徒の実態を

把握する視点を広げたり, より効果的な

活動や支援の工夫を考案したりできるよ

うになる｡

有効性Ｂ：授業の学習展開において, ｢学びの多様

性｣ に応じた活動の工夫を行ったり方略

の選択肢を設けたりすることで, 生徒が

より自分に合った方法で学んだり, 自己

の学び方への理解を深めたりできるよう

になる｡

｢shimafuシート｣ の有効性Ａ及び有効性Ｂについて,

従来行われている一般的な授業づくりと ｢shimafuシー

ト｣ を活用する授業づくりについて比較検討しその有効

性について以下に述べる｡

｢shimafuシート｣ の有効性Ａについて

一般的に活用されている従来の学習指導案 (本時の展

開) の形式では, 主に二つの項目を記入しながら授業づ

くりが行われる｡ その二つは, ｢A：学習活動と生徒の

取組 (予想される生徒の反応)｣ と ｢B：教師の支援｣

または ｢B：指導上の留意点｣ 等である｡ この形式の指

導案では, 学習活動ごとの生徒の取組や反応を予想し,

それに応じた教師の支援や指導上の留意点を記入しなが

ら学習活動や生徒への支援を組み立てていく｡ しかし,

予想される生徒の反応はおおよそのもので, 教師の支援

や留意点も最大公約数の生徒を対象にしたものとなり,

全ての生徒の困難さ・つまずき, 願いには, 必ずしも応

じることができない可能性が推察される｡ また, 学習目

標を達成しにくい生徒が予想される場合, その要因を生

徒の側に見出すことになりやすく, 一斉授業の中で, 教

師はできるだけ支援の工夫をするが, 教師からの支援に

は限りがあるというのが現状であると推察される｡

｢shimafuシート｣ では, ｢A：学習活動｣ に, ｢B：全

ての生徒の到達目標｣, ｢C：学びの多様性｣, ｢D：活動・

支援の工夫｣ を加え, 四つの項目を検討しながら授業づ

くりを行う｡ 検討手順は次のとおりである｡ まず, 全て

の ｢A：学習活動｣ に対し, 各々の ｢B：全ての生徒の

到達目標｣ を明記する｡ 本時の学習目標を達成するため

には, それぞれの学習活動ごとの目標達成を積み重ねて

いく必要があるからである｡ また, 学習活動ごとの ｢B：

全ての生徒の到達目標｣ を明記することで, それぞれの

学習活動を設定したねらいや意図 (ゴール) を教師が再

認識することになり, そのことが, 到達目標に応じた

｢C：学びの多様性｣ や ｢D：活動・支援の工夫｣ を具体

的に想定することにつながると考える｡

｢C：学びの多様性｣ には, 学習活動に対して, 生徒

一人一人に生じる可能性のある困難さやつまずき, また,

どのように学びたいかという生徒の願いを, 教師が想定

し記入する｡ ｢C：学びの多様性｣ とは, 生徒の学習ス

タイルの強みや弱み, 学習方略, 既習事項の定着の程度,

学習内容を理解するための日常生活での経験の有無など

による多様性である｡ UDLには, ｢学べないのは学習者

ではなく, カリキュラムの側に障害 (バリア) がある｡

人は一人一人違う, 脳は一人一人違う, だから学び方も

一人一人違う (金子, 2019)｡｣ という基本的な考え方が

ある｡ ｢C：学びの多様性｣ に着目することは, 生徒の

学び方の違いを, 生徒の側に立って, より多面的多角的

に捉えようとする教師の意識の転換をもたらし, 生徒を

実態把握する際の視点を広げることにつながると考える｡

｢D：活動・支援の工夫｣ には, ｢A：学習活動｣, ｢B：

全ての生徒の到達目標｣ に対する ｢C：学びの多様性｣

に応じるための, 多様な活動や支援の工夫を記入する｡

川俣によれば, UDLでは, 人に障害があるのではなく

カリキュラムに障害があると捉え, 足場的支援を提供し

生徒自身が調節できることにより, 学習における適切な

チャレンジが可能になるという基本的な考えがある｡ こ

こでいう足場的支援とは, ブライアンとアイリス

(2018) によると, ウッドら (Wood, Bruner, & Rose,

1976) によって, 建設作業における足場かけの比喩を用

いて, 問題解決の際に有能な他者の助けを得ることで,

助けがない時よりも複雑な課題に取り組むことができる

ようになることを記述するために提案された概念である｡

背景にはヴィゴツキーの発達の最近接領域が (zone of

proximal development：ZPD) ある｡ 独力で解決でき

る能力 (現下の発達水準) よりも, 周囲の助けやリソー
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スを活用して解決できる能力 (明日の発達水準) の方が

高く, 明日の発達水準を引き出すような問題こそが, 現

下の発達水準を引き上げるのだ, という考え方である｡

つまり足場的支援は, 単純に問題解決のための方略では

なく, 子どもの発達水準を引き上げるための取組なので

ある (川俣, 2020)｡３) 以上のことから, 教師が生徒の学

びの多様性に着目し, それに応じるための適切な足場的

支援やオプションの提供を, 生徒の姿から考案していく

ことが, より効果的な活動や支援につながると考える｡

このように, ｢shimafuシート｣ を活用して授業づくり

を行うことで, 生徒が目標に到達することが難しい時,

その要因は生徒自身ではなくカリキュラムの側にあると

いう教師の意識の転換, そして, 生徒の ｢学びの多様性｣

に着目した活動や支援が可能になる｡ つまり, ｢shimafu

シート｣ での授業づくりを通して, 教師が生徒の ｢学び

の多様性｣ に着目し, 生徒の実態を把握する視点を広げ

たり, より効果的な活動や支援を考案したりすることが

できるようになると考える｡

｢shimafuシート｣ の有効性Ｂについて

従来の一般的な授業展開では, ｢A：学習活動と生徒

の取り組み (予想される生徒の反応)｣ に, 学習活動で

予想される生徒のおおよその反応を記入し, それに応じ

た手立てを ｢B：教師の支援｣ または ｢B：指導上の留

意点｣ に記入して授業づくりが行われてきた｡ ｢A：学

習活動と生徒の取り組み (予想される生徒の反応)｣ に

記入するのは, 予想される生徒のおおよその反応なので,

授業場面においては, 教師があらかじめ用意した手立て

や支援では対応しきれない生徒や, 教師の予想を超えさ

らに進んだ高度な理解を示し, 用意された学習活動では

物足りなさを感じる生徒が存在する可能性が考えられる｡

このような状況を教師が把握していても, 一斉授業の中

での教師からの個別の支援には限りがあるため, 一見活

動をやりこなしているように見えても理解や定着まで至

らなかったり, 生徒の学習の伸びを妨げてしまったりす

ることが推察される｡ また, 教師があらかじめ用意した

手立てや支援では対応しきれない生徒の状況として, 教

師から個別に支援を受けた場合であっても, 受け身的な

学習に留まり, 自らの習得状況を把握したり, 学習方略

を学んだりするような能動的な学びにつながりにくい現

状があることも推察される｡

｢shimafuシート｣ では, 授業づくりの過程において

｢C：学びの多様性｣ に対する ｢D：活動・支援の工夫｣

を記入する｡ ｢D：活動・支援の工夫｣ では, 生徒の学

習スタイルの強みや弱み, 学習方略, 既習事項の定着の

程度, 学習内容を理解するための日常生活での経験の有

無などに応じるための, 足場的支援やオプションの提供

を行うことができるようにする｡ 生徒自身が足場的支援

を調節したり, より自分に合ったオプションを選択した

りするためには, 生徒自身が自分の学びを客観的に捉え

ながら学習を進めていくことになり, この過程が生徒の

自己理解を深めることにつながると考える｡ このように

｢shimafuシート｣ の活用により, 生徒の自己理解を育て,

学習方略や能動的な学びを支えることにつながると考え

る｡

｢shimafuシート｣ 作成の手順と作成内容

具体的な作成の手順は次のとおりである (表１)｡ 授

業づくりにおいては, まず, 本時の学習目標達成のため

に展開される学習活動を考案する｡ そして, 授業の中で

展開されるそれぞれの ｢学習活動｣ における ｢全ての生

徒の到達目標｣ を捉え直し, それに対する生徒の ｢学び

の多様性｣ を想定する｡ 学びの多様性とは, 前述のとお

り ｢生徒一人一人に生じる可能性のある困難さやつまず

き, どのように学びたいかという願い｣ や ｢生徒の学習

スタイルの強みや弱み, 学習方略, 既習事項の定着の程

度, 学習内容を理解するための日常生活での経験の有無

などによる多様性｣ である｡ 最後に, 学習活動ごとの

｢全ての生徒の到達目標｣ ｢学びの多様性｣ に応じた ｢活

動・支援の工夫｣ を考案し, 記入する｡ UDＬの理論に

あるように, 生徒がつまずくのは, 目標に到達できない

生徒の側に要因があるのではなく, 学習活動に取り組む

ための方法や課題の提示の仕方に障壁 (バリア) がある

という視点で授業づくりを行う｡ ｢活動・支援の工夫｣

には, その障壁 (バリア) を乗り越えるために, 多様な

学びを支えるためのオプションや生徒自身が調節可能な

足場的支援も考案し, 記入していく｡
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２. ｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりの方向

性の検討

英語科における授業づくりの問題と背景

｢中高の英語指導に関する実態調査｣ (ベネッセ：

2015) の, 指導に関する中学校教員の意識調査では, 英

語の指導をするにあたって特に影響を与えるものとして,

｢研究授業や公開授業, 研修先で見た授業など｣ (54.5％)

に次いで, ｢日々の生徒の反応や成長｣ (50.5％) が上位

を占めている｡ 一方で, 指導に関する悩みとしては,

｢生徒に学習習慣が身についていない｣ (75.5％), ｢授業

実践の時間が十分にとれない｣ (75.3％), に次いで, ｢生

徒間の学力差が大きくて授業がしにくい｣ (73.8％)５) と

なっており, 生徒の反応や成長に応じた授業づくりを心

がけたいという願いを多くの教師がもっているにも関わ

らず, 生徒の学びの実態は幅広く, どの層に照準をあて

た指導をするべきかという, 葛藤があることが伺える｡

2018年度, 文部科学省より指定を受け, 附属義務教育

学校で行った ｢発達障害の可能性のある児童生徒等に対

する教科指導法研究事業｣ において, 個々の生徒の学習

の成果物や授業中の行動観察をもとに, 英語科における

生徒の困難さ・つまずきを教員の視点から, また４技能

の観点から整理したものが表２である｡ 表２で示すよう

に, 教室の中には, 興味関心, 理解の仕方や学習のスピー

ド等において, 多様な認知特性の生徒がおり, 平均的な

生徒を想定した授業や支援がすべての生徒に応じられる

わけではないこと, 教師からの一方的な支援のみでは,

生徒自身の学ぶ意欲や定着につながりにくいこと等の課

題がある｡ そこで, 英語科の教員の悩みを解消し, 授業

者の願いを具現化するためにUDLの考え方を取り入れ

ながら, ｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりを行っ

た｡

表２ 英語の４技能における教師から見た

生徒の困難さ・つまずき

＜聞く＞

・聴覚情報に, 注意を向け続けることが難しい｡

・長い文章やリエゾンのあるフレーズ等は特に, 英

文と音声を対応させて聞き取ることが難しい｡

・既習単語も含め, 発音を推測して聞くことが難し

く, 一斉のペースについていけない｡

・教師の発音, 音声として聞き取ることができても

意味とつながらないため内容をイメージすること

が難しい｡

＜読む＞

・単語の読みにつまずいている｡

・単語練習の活動で覚えられる量や内容に個人差が

あり, その場で読み上げることがメインの活動に

なり, 定着につながらない｡

・分からない単語があるため, 文の読み取りが難し

い｡

・既習の構文が身についていないため内容が分から

ない, 新たな構文の理解が難しい｡

＜話す＞

・話したい内容が浮かんでも, 単語が分からない｡

・話したい内容が浮かんでも, 構文が分からない｡

・話すことに自信がもてず, 活動に消極的になる｡

・他者とのコミュニケーションに苦手さを感じてい

る｡

＜書く＞

・単語の綴りが分からなくて書けない｡

・語順や構文が分からなくて書けない｡

・書くことに精一杯で, 思考が伴いにくい｡

・授業中, 話すことができていても, 綴りや文法を

誤るためにテストの点につながらない｡
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対象学級の実態と授業担当者の願い

対象学級の英語学習における生徒の姿としては, 聞く

こと, 読むこと, 話すこと, 書くことの４技能について,

次のような姿が見られた｡

・聞くこと：長い言語指示が続くと集中が途切れる｡ リ

スニングの際, 一言一句を聞き取ろうとしてうまく聞

き取れず, 概要を掴むことが難しい｡ 内容を保持しな

がら聞くことが難しい｡

・読むこと, 書くこと：ローマ字読みと混乱する｡ 単語

の発音や表記につまずいている｡ 小テストで成果があ

がらない｡ 話すことができても, 書く活動で綴りや構

文を正しく書くことができない｡

・話すこと：話す活動において話題や内容を考えること

に労力を使うため英語表現にも困難さが生じる｡

この困難さ・つまずきは, 表２に示した４技能におけ

る困難さ・つまずきと重なる｡

授業担当者は, 中学校英語の礎ともなる１年次での学

びにおいて, 全ての生徒を取りこぼすことなく支えられ

るように, 様々な活動の工夫や支援を講じてきた｡ しか

しながら, 学習における困難さ・つまずきは, 個々の生

徒によってそれぞれであり, 生徒によっては複合的に併

せ有している場合もある｡ また,学習につまずく生徒が

いる一方でより深い学びを探究したいという願いをもっ

ている生徒も多くいることから, UDLの考え方を取り

入れながら, ｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりを

行うことにした｡

３. ｢shimafuシート｣ を活用した授業実践① (Unit６)
｢困難さ・つまずき｣ に応じる授業づくり

①授業づくりの方向性

新学習指導要領においては, 通常の学級においても発

達障害のある児童生徒が在籍していることを前提に, 全

ての教科において一人一人の教育的ニーズに応じた, き

め細やかな指導や支援ができるよう, 総則で示されてい

る｡ また, 全ての教科における指導計画の作成と内容の

取り扱いにおいて, 学びの過程で考えられる困難さの状

態と, 指導上の工夫の意図や手立てが具体的に明記され

ている｡

一人一人の教育的ニーズに応じた指導や支援を行うた

めには, 個々の生徒が何に困難さ・つまずきを感じてい

るのか, またその困難さ・つまずきの背景に何があるの

かを的確に把握し, 手立てを講じることが重要となる｡

表２に示したような, ４技能の習得における困難さ・

つまずきは, どの生徒にも生じる可能性がある｡ この困

難さ・つまずきが要因となり, 学習意欲の低下や学力が

定着しにくい状況につながることが懸念される｡ そこで,

実践①では ｢困難さ・つまずき｣ に視点をあてた活動の

工夫や支援, 生徒自身が選択・調整できるオプションを

取り入れ, 授業実践に取り組んだ｡

② ｢shimafuシート｣ を使った授業実践事例

実践①は, ｢Unit６：オーストリアの兄 (NEW

HORIZON 東京書籍)｣ の一単元の学習を通して, 学び

の多様性に応じ, 優先的に生徒の困難さ・つまずきに視

点をあて, 授業づくりを行った｡ 授業実践の中から,

｢困難さ・つまずき｣ に応じた活動や支援の工夫として,

｢shimafuシート｣ の効果が顕著に表れていると思われる

ものを表３ (実践①－１), 表４ (実践①－２), 表５

(実践①－３) に記載する｡
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表４ 実践①－２ 生徒の ｢書く｣ ことの困難さ・つまずきに応じた ｢shimafuシート｣ 活用事例

図２ ミニホワイトボードを使った多様なメモ
図１ ヒントカード

図３ iPadを使って並べ替え問題に取り組む様子

iPadで使用する ｢語順並べ換えアプリ｣ は, 島根大学重点プロジェクトの一環として
総合理工学部縄手研究室により開発)
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図４ スピーキングテスト ルーブリック

表５ 実践①－３ 生徒の ｢書く・話す｣ ことの困難さ・つまずきに応じた ｢shimafuシート｣ の活用事例
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③結果

実践①では, 学習に困難さ・つまずきのある生徒は,

授業への不安や負担感を感じていることが予想されるこ

とから, 優先的に生徒の困難さ・つまずきに視点をあて,

授業づくりを行った｡

授業実践において, 授業者が, 生徒の学び方の違いを,

生徒の側に立って多面的多角的に捉え, ｢困難さ・つま

ずき｣ に応じた活動や支援の工夫を行い, オプションと

して学習活動の選択肢を設けたことで, 生徒や教師に以

下のような姿や意識の変容が見られた｡ 生徒の変容につ

いては, 授業中の行動観察をもとに見取ったものを表６

に, 教師の意識の変容については, 授業実践後に聞き取

りによるアンケートを行ったものを 表７に記載する｡

表６ 実践①を通しての生徒の変容

＜生徒＞

・授業者がオプションの選択を期待していた生徒以

外の生徒も積極的にオプションを選択し, 自分に

合った方法で学ぶ姿が見られた｡

・学習につまずきを感じながらも, どうしてよいか

わからず学習に消極的だった生徒が, 回を重ねる

中で, オプションを選択し方略的に学ぶ友だちの

姿に影響を受け, 自分からオプションを選択し,

自分なりの方法で学習活動に向かう姿が見られる

ようになった｡

・わからないことがあると, 諦めたりイライラした

りする姿が多かった生徒Aが, ヒントカード等の

考える方法のオプションを選択しながら, 自分で

取り組もうとする姿が見られるようになった｡ そ

して, 単元が終わる頃には ｢どうやったら, 自分

の英語の力がもっと伸びるのか｣ という質問を自

ら教師にする等, 自分に合った学習方法 (方略)

を模索する姿が見られるようになった｡ 教師と相

談し, 自学ノートを使って自分なりの学習に取り

組み, 学力の向上が見られた｡

・わからないことがあると, 自ら挙手して質問する

等, ｢わからない｣ ということを言えるようになっ

た｡

表７ 実践①を通しての教師の意識の変容

＜教師＞

・生徒が自分に合った学習方法を選択しながら学ぶ

姿から, 学習のねらいや到達目標が同じであって

も, そこに到達する方法や難易度が個々の生徒に

応じて異なるという意識を持つようになった｡

・みんなが同じことをしなければならない, クラス

の中ではみんなが同じように学ばなければならな

いという固定概念, 同じ活動を同じタイミングで

生徒に求める方が目も行き届きやすく授業規律も

守りやすいということが, 教師にとっての行いや

すい授業であり, 全ての生徒にとってのわかりや

すい授業ではないということを, 実践を通して意

識するようになった｡

・学習活動に対する全ての生徒の到達目標について

再考することで, 生徒が到達目標を達成するため

に障壁となっているものが何かということを具体

的に想定し, それに応じる活動や支援の工夫を行

うことができた｡

・実践を通して生徒の実態を把握する際の視点が広

がり, それぞれの学習活動ごとに, 困難さ・つま

ずきが生じる可能性があることを想定し, 必要に

応じてオプションを提供するなど, つまずき・困

難さに応じる授業づくりを行うことができるよう

になった｡

・学習活動に主体的に取り組むことが難しい生徒が,

何につまずきどのような足場的支援を必要として

いるのか, ヒントカード等の足場的支援となるオ

プションの提供を重ねる中で, より具体的に生徒

の状況を理解できるようになった｡

④考察

｢shimafuシート｣ の活用を通して, 授業者が ｢困難

さ・つまずき｣ に応じた活動や支援の工夫を行い, オプ

ションとして学習活動の選択肢を設けたことで, 表６に

示したように, 自分なりの方法で学習活動に向かう生徒

の姿が見られるようになった｡ 学習につまずいていたり,

苦手意識を感じていたりする生徒の中には, 学習意欲が

低下し受動的な学びに留まっている場合もあることが推

察されるが, 表６の生徒Aに見られた変容のように, 生

徒自身が選択・調整できるオプションを学習活動の選択

肢として提供することで, 自分自身で学びを深められる

支援につながったと考える｡

また, 実践を通して, 表７に示したような教師の意識

の変容も見ることができた｡ 授業者は, 本実践以前から

｢わからなくても大丈夫, 間違ってもよいという安心感｣

を基盤に学級経営や, 授業づくりを心がけていたが, 英

語に苦手意識を感じている生徒ほど学習活動に安心感を

もちづらく, わからなくても ｢わからない｡｣ と言いに

くい状況があることを課題として感じていた｡ しかし,

本実践 ｢shimafuシート｣ の活用を通して, 生徒の視点

に立って多様な学びの姿を捉え, 実態に即した学習活動

の工夫や支援を継続的に行ったことが, 表６に示したよ

うな生徒の変容につながったことを手応えとして感じ,

オプションとして学習活動の選択肢を設け, 生徒が自ら

学び方を選択できるようにしたことが, 学習への目的意

識やわからないことを ｢わからない｣ と言える安心感に

つながったと実践を振り返った｡

このように, ｢shimafuシート｣ の活用により, 教師が

生徒の実態を把握する視点を広げ, より効果的な活動や

支援の工夫を考案することができたことが, 生徒の学び

の姿の変容につながり, 更なる教師の意識の変容へとつ

ながったと考える｡
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｢学習方略の好み｣ に応じた授業づくり

①授業づくりの方向性

新学習指導要領においては, 第３章の指導計画の作成

と内容の取扱いで, 英語科の文法指導にあたっての留意

事項について, ｢文法をその伝える内容や目的, 場面,

状況といったことと分離せずに, それらと密接に関連さ

せた形で, 効果的な導入, 指導, 練習方法を工夫するこ

とが求められている｡ 文法構造の概念的な理解だけを追

求して, 一方的な教師の説明に終始するのではなく, コ

ミュニケーションの目的を達成する上で, いかに文法が

使われているかに着目させて, 生徒の気づきを促す指導

を考えるべきである｣６) とある｡ つまり, 新しく文法概

念を学ぶ際, 明示的に規則を説明するのみでなく, 新し

い英語表現に触れる中で, その内容, 場面, 状況等から,

文構造の違いや共通点を比較しながら, 生徒自身が帰納

的に文法の規則性に気づくという, 気づきを促す指導の

必要性について述べられている｡

実践① (Unit６) では, 三人称単数現在形の文法理解

について授業で取り組んだ｡ 三人称単数現在形は, 三人

称という人称を区別する概念や, 単数複数に応じた動詞

の活用など, 様々な要素が含まれており, 生徒がつまず

きやすい文法概念のひとつである｡

対象学級の授業担当者は, これまでの教職経験で, 三

人称単数現在形の文法理解について, いくつかの教授方

法を提示してきたが, 学級集団においていずれの方法で

あっても, 全ての生徒の腑に落ちるような提示の仕方や

説明は存在せず, 教師からの一方的な説明では, 全ての

生徒の学びの多様性に応じることは, 難しいということ

を感じていた｡ つまり, 生徒の学び方は一律ではないと

いうことを痛感しており, これは, UDLの考え方とし

て示されている ｢人は一人一人違う｡ 脳は一人一人違う｡

だから学び方も一人一人違う｡｣ (2019, 金子)７) と通じ

るものである｡

そこで, 文法概念の理解において, 文構造の違いや共

通点を比較しながら, 生徒自身が帰納的に文法の規則性

に気づいたり, 友だちとの話し合いを通してその規則性

に気づいたりする学びの過程を大切にした授業実践を行っ

た｡

② ｢shimafuシート｣ を使った授業実践事例

本実践は, Unit６の単元名 ｢オーストラリアの兄

(NEW HORIZON 東京書籍)｣ の中で, 学習方略の好

みに応じるという視点から, 文法概念を理解する方法に

おいて, 文構造の違いや共通点を比較しながら, 生徒自

身が帰納的に文法の規則性に気付いたり, 友だちとの話

し合いを通して, その規則性に気付いたりする学びの過

程を大切にした授業実践である｡ 以下, ｢shimafuシート｣

を表８に示す｡
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表８ 実践①生徒の学習方略の好みに応じた ｢shimafuシート｣
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④考察

本実践を通じて, 教師からの明示的な規則の説明に留

まることなく, 生徒自身が新しい英語表現に触れる中で,

内容, 場面, 状況等から, 文構造の違いや共通点を比較

しながら, 文法の規則性に気づく生徒の姿を見ることが

できた｡ また学習方略の好みに応じたことで, 言葉で順

序だてて考える (継次処理的方略：図５), 図や絵等の

方法で視覚的に表して考える (同時処理的方略：図６),

教師から提示された問いについて考えたうえで, さらに

既習事項等と結び付けて考える (探究的方略：図７) 等,

生徒自身が自分に合った学習方略で, 文法の規則性を理

解することができたと考える｡ また, 友だちとの話し合

いにより, 文法の規則性を理解する上での多様な方法に

気付いたりすることができ, 多様な学びの方法について,

生徒同士で認め合ったり, 授業者が学びの多様性につい

て再認識することにもつながったと考える｡

４. ｢shimafuシート｣ を活用した授業実践② (Unit９)

｢学びの多様性｣ に応じた授業づくり

実践①においては, 生徒の ｢困難さ・つまずき｣ や,

｢学習方略の好み｣ に応じた活動や支援の工夫, オプショ

ンの提供を行いながら授業づくりを行った｡ その結果,

英語に苦手さを感じ, これまで学習に消極的だった生徒

たちが, 自らオプションを選択し, 自分に合った学びの

方法で意欲的に学習に取り組む姿を見取ることができた｡

そしてさらに, 実践以前から英語学習に意欲的に取り組

んでいる生徒についても, 率先してオプションを選択し,

自分にあった学びの方法を模索しながらより能動的に学

ぶ姿を見取ることができた｡

このような生徒の姿から, 困難さ・つまずきにかかわ

らず, 自分に合った学び方でより能動的に, 方略的に学

びたいという生徒の願いがあることを強く感じた｡ また,

｢困難さ・つまずき｣ に視点をあてて提供したオプショ
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③結果

文法概念の理解において, 文構造の違いや共通点を比

較しながら生徒自身が文法の規則性に気づくことができ

るよう, 学びの過程を大切にした授業実践を行ったこと

で, 生徒が自分に合った学び方で, 三人称単数現在形の

文法について理解することができた｡ 以下, 図５～７に

生徒が作成したワークシートを掲載する｡

図５ 言葉で順序立てて考える継次処理タイプの生徒の
ワークシート

(多様な認知特性に応じた文法理解 (三単現S) の学習方略)

図６ 図や絵などにして目で見て考える同時処理タイプの
生徒のワークシート (多様な認知特性に応じた文法
理解 (三単現S) の学習方略)

図７ 教師から提示された問いについて考えたうえで,
さらに既習事項等と結び付けて考える探究タイプ
の生徒のワークシート (多様な認知特性に応じた
文法理解 (三単現S) の学習方略)
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ンの中には, 教師が選択を期待していた以外の生徒の学

びにも有効であるものが多くあった｡ そこで, 実践②に

おいては, 生徒の ｢困難さ・つまずき｣, ｢学習方略の好

み｣ に加え, 生徒の願いにも視点をあて, 全ての生徒の

｢学びの多様性｣ を想定した活動や支援の工夫, オプショ

ンの提供を行いながら, 単元を通した指導に取り組んだ｡

｢shimafuシート｣ の表記の仕方も ｢B：全ての生徒の到

達目標｣ に対する生徒の実態として ｢C：予想される困

難さ・つまずき｣ を ｢C：学びの多様性｣ に改善し, 全

ての生徒の困難さ・つまずき・願いに応じた活動や支援

の工夫を取り入れられるようにした｡

｢shimafuシート｣ を使った授業実践事例

実践②は, Unit９の単元名 ｢チャイナタウンへ行こう

(東京書 NEW HORIZON)｣ の一単元の学習を通して,

実践①で視点をあてた ｢生徒の困難さ・つまずき｣ ｢学

習方略の好み｣ に加え, 英語学習における生徒の ｢願い｣

にも視点をあて, 全ての生徒の ｢学びの多様性｣ を想定

した活動や支援の工夫, オプションの提供を行った｡ 英

語学習における生徒の ｢願い｣ とは, 実践①Unit６の単

元開始前に生徒に行ったアンケートで明らかになった

｢より的確な英語表現を身に着けたい｣, ｢英語表現の幅

をさらに広げたい｣, ｢実際のコミュニケーションの場面

に近い形で, より的確に言語活動を行いたい｣ 等の, よ

りよく学びたいという願いである｡

授業実践の中から, ｢shimafuシート｣ の効果が顕著に

表れていると思われるものを表９に記載する｡ 表９には,

困難さ・つまずきや願いの状況と, それに応じるための

活動・支援の工夫を明記する｡ (困難さ・つまずきの状

況と, それに応じるための活動・支援の工夫には〇印,

生徒の願いの状況と, それに応じるための活動・支援の

工夫には◎印を記載する｡)
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表９ 実践② 生徒の ｢書く・話す｣ ことの学びの多様性に応じた ｢shimafuシート｣ の活用事例

授業実践後の生徒へのアンケート結果

実践① (Unit６), 実践② (Unit９) を終えた後に,

学級の生徒を対象に, 授業についてのアンケートを実施

した｡

アンケートでは, ｢困難さ・つまずき｣ ｢学習方略の好

み｣ を含む ｢学びの多様性｣ に応じるために提供した学

習活動のオプション (選択肢) についての生徒の考えに

ついて質問し, 26人の回答を得た｡
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図８に示すように ｢学習活動のオプション (選択肢)

についてどう感じたか｡｣ という項目においては, ｢あっ

た方がよい｣ ｢どちらでもよい｣ ｢なくてもよい｣ の三つ

の選択肢からの回答で, オプションがなくてもよいと回

答した生徒はおらず, ほぼ全ての生徒がオプションの有

効性を感じていることがわかった｡ また, 図９で示すよ

うに, どんな場面でオプション (選択肢) のよさを感じ

たか｡｣ という項目においても, 表現, 思考のしやすさ,

理解のしやすさ, 授業へのモチベーションともに, 約９

割の生徒が ｢とてもそう思う｣ ｢そう思う｣ と感じてい

ることがわかった｡

また, オプションの良さを感じた具体的な場面につい

て, 生徒の自由記述によるアンケート結果の中から, 自

己の学びへの気づきについて記述があったものについて

分類したものが表10である｡

表10の①～⑤の記述については, オプションを選択で

きることが, 学習内容を理解するための足場かけ的支援

となり, 学びへの安心感につながっていることから ｢学

びへの安心感｣, 表10の⑥～⑨については, 到達目標を

達成するための学習活動や学びの方法を自分で選択でき

ることが, 学習意欲や集中力の向上につながっているこ

とから ｢学習意欲の向上｣, 表10の⑩～⑳については,

効果的なリスニングの方法やスピーチ原稿の書き方等,

方略への気づきにつながっていることから ｢学習方略の

気づき｣, 表10の ～ については, 学習活動を選択す

ることが自分に合った学び方についての気づきにつながっ

ていることから, ｢自己の学びへの気づき｣ と分類した｡
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図８ 学習活動のオプション (選択肢) についてどう感
じたか (26人回答)

図９ どんな場面でオプション (選択肢) のよさを
感じたか (26人回答)

表10 生徒へのアンケートにあった自己の学びに関する記述とその分類
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考察

実践②においては, 実践①で視点をあてた生徒の ｢困

難さ・つまずき｣ ｢学習方略の好み｣ を含む, 全ての生

徒の ｢学びの多様性｣ を想定した活動や支援の工夫, オ

プションの提供を行った｡

実践①実践②を通して, 学びの多様性に応じるための

学習活動・支援の工夫として, 教師からの支援だけでな

く, 学習活動の選択肢としてオプションを提供したこと

で, 生徒が自分自身で学び方を選択することができた｡

授業中の行動観察においても, ヒントカードを活用する

ことで, 自分に合った方法で学習に取り組めるよさを実

感し, 友だちのつまずきを察して, ヒントカードを手渡

す生徒の姿も見取ることができた｡ 生徒が自分自身で学

び方を選択できることは, 表10のアンケート記述にも見

られるように, 生徒の学びへの安心感や学習意欲の向上

につながったと考える｡

また, 多様な学び方が認められ, 自分自身でオプショ

ンを選択できることで, 目標に到達するための効果的な

学び方について生徒が意識したり, 自分に合った学習方

略に気づいたりすることができるようになったと考える｡

さらに, 表10 ～ では, ｢自分に合った学び方｣ と

いう記述が多く見られ, 生徒自身が自己の学び方につい

て意識していることも推察される｡

中学校学習指導要領総則編では, 育成を目指す資質・

能力の一つに, 学びに向かう力, 人間性を涵養すること

(第３章第１の３の③) の中で, ｢生徒一人一人がよりよ

い社会や幸福な人生を切り拓いていくためには, 主体的

に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や, 自己

の感情や行動を統制する力, よりよい人間関係を自主的

に形成する態度等が必要となる｡ これらは, 自分の思考

や行動を客観的に把握し認識する, いわゆる 『メタ認知』

に関わる力を含むものである｡｣１) と示されている｡

三宮, 2018によると ｢メタ認知｣ の中には, メタ認知

的知識とメタ認知的活動が含まれ, さらにメタ認知的活

動は, メタ認知的モニタリング, メタ認知的コントロー

ルの２つの要素に分けて考えることができる (Nelson

& Narens, 1994)｡ メタ認知的モニタリングとは, 認知

についての気づき・予測・点検・評価などであり, メタ

認知的コントロールとは, 認知についての目標・計画を

立てたり, それらを修正したりすることである｡８)

表10に示した生徒の記述にも表れているように, ｢shi

mafuシート｣ を活用しながら, 教師が生徒の学びの多

様性を尊重し, 学びの多様性に応じるための活動や支援

を工夫した授業実践を重ねたことで, 学びの方法を生徒

自身が選択できる力を支え, 自己の学びへの気づきや,

効果的な学習方略への気づき等, メタ認知的活動を促す

ことにもつながったと考える｡

Ⅳ おわりに

本実践研究の成果を以下に示す｡

・ ｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりの在り方に

ついて, 従来の学習指導案と比較しながら検討し, 整

理し直すことができた｡ その中で次の二つの有効性が

明らかになった｡

A：授業づくりの過程において, 活動ごとの目標を

達成するための ｢学びの多様性｣ に着目すること

で, 教師が生徒の実態を把握する視点を広げたり,

より効果的な活動や支援の工夫を考案したりでき

るようになる｡

B：授業の学習展開において, ｢学びの多様性｣ に

応じた活動の工夫を行ったり方略の選択肢を設け

たりすることで, 生徒がより自分に合った方法で

学んだり, 自己の学び方への理解を深めたりでき

るようになる｡

・本実践研究では, 中学校英語科における授業づくりに

取り組んだ｡ ｢shimafuシート｣ を活用した授業づくり

を継続して行う過程で, ｢shimafuシート｣ は, 生徒の

｢困難さ・つまずき｣ に加え, 生徒の願いや学習方略

の好み等の ｢学びの多様性｣ に応じることができるこ

とが確認できた｡

・ ｢shimafuシート｣ を活用した実際の授業実践では,

｢学びの多様性｣ に応じた授業づくりを行うことが,

生徒の学びや自己の学びへの気づきにおいても有効で

あることを見出すことができた｡

・多様な学び方が認められ, 自分自身でオプションを選

択できることで, 目標に到達するための効果的な学び

方について生徒が意識したり, 自分に合った学習方略

に気づいたりすることができるようになった｡ また,

教師自身の意識が変容することで, 生徒が到達目標を

達成するための障壁となっているものが何かというこ

とを, より具体的に想定し, それに応じる活動や支援

の工夫を行うことができた｡

・具体的な授業実践事例として, ｢困難さ・つまずきに

応じた実践事例｣, ｢学習方略の好みに応じた実践事例｣,

｢学びの多様性に応じた実践事例｣ を取り上げ, それ

ぞれ ｢shimafuシート｣ を活用した授業づくりの効果

について考察することができた｡

今後の課題として, 以下のことが挙げられる｡

・本実践研究では, ｢shimafuシート｣ を活用した授業づ

くりによって, 生徒の姿や教師の意識に変容が見られ

た｡ 今後の実践研究では, 学習課題の達成度やオプショ

ンの使用状況等を数値化によって明らかにしたり, プ

ロトコル分析を用いたりすることによって, その変容

や成果をより明確に検証していきたい｡

・本実践研究で得られた ｢shimafuシート｣ 活用の成果

は, 中学校英語科によるものであるので, 今後は他教

科での活用の在り方についても実践研究を行い, その

有効性を検証していきたい｡
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